
  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新名神高速道路(新四日市 JCT～亀山西 JCT)、東海環状自動車道（大安 IC～東員 IC）

が 2019 年 3 月 17 日（日）に開通しました。 

 ゴールデンウィークの渋滞状況や三重県内の道路ネットワークにおける交通状況、 

開通によるストック効果についてお知らせいたします。 

記 者 発 表 ク ラ ブ 

中部地方整備局記者クラブ、愛知県政記者クラブ、三重県政記者クラブ、第二県政記者クラブ、

四日市市政記者クラブ、桑名市政記者クラブ、亀山市政記者室 

中日本高速道路(株)名古屋支社 広報・ＣＳチーム 
TEL：０５２－２２２－１１８３(直通） 

新名神（三重県区間）・東海環状道（大安 IC～東員 IC） 
開通後の交通状況および開通効果 

 新名神・東環開通効果検討会議では、新名神高速道路・東海環状自動車道等の 

開通効果について調査・検討を行っております。 

 同会議のホームページ

（http://www.cbr.mlit.go.jp/hokusei/tsunagaruyan/index.html） 

において交通状況や開通効果などを適宜報告していきます。 

記者発表資料 

国土交通省中部地方整備局 

中日本高速道路(株)名古屋支社 

三重県 

四日市市・鈴鹿市・亀山市 

いなべ市・東員町・菰野町 

＜開通後 1 ヶ月の交通状況＞ ······································  

①東名阪道の渋滞回数が大幅に減少 

②新名神に並行する国道１号・国道２３号の交通量 約１割減少 

＜高速バスの定時性向上＞ ········································  

③渋滞緩和により高速バスの定刻運行を確保 

＜ＧＷの交通状況＞ ··············································  

④東名阪道の大規模な渋滞が大幅に減少 

＜ＧＷ期間の観光活性化＞ ········································  

⑤三重県への 300 万人以上の観光客に対応 

⑥⑦北勢地域の沿線観光施設でも観光客数が増加 

国土交通省 中部地方整備局 北勢国道事務所 
TEL：０５９－３６３－５５１１(代表) 

副所長 田中
たなか

 一能
かずよし

   計画課長 梶原
かじはら

 裕二
ゆうじ

 

別紙１ 

新名神・東環開通効果検討会議 

別紙２ 

別紙３ 

別紙４ 

令和元年 ６月１１日 

問 い 合 わ せ 先 

【新名神・東環開通効果検討会議に関する全般的なお問い合わせについて】 

【新名神・東海環状道の交通状況について】 
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新名神・東海環状道
2019年3月17日開通区間

高速道路未開通区間

その他高速道路ネットワーク

一般国道

E23 東名阪自動車道
（四日市JCT～亀山JCT）

C3 東海環状自動車道
（大安ＩＣ～東員ＩＣ）

至 養老JCT

至

草
津
JCT

E1A 新名神高速道路
（新四日市JCT～亀山西JCT）

台/日3,000

台/日44,100

台/日67,600

※１伊勢方面をつなぐランプウェイ（2019年度完成）

※１

新名神開通前と
比較して

約３割減少

○新名神（新四日市JCT～亀山西ＪＣＴ）の交通量は44,100台/日、

東名阪道（四日市JCT～亀山JCT）の交通量は約3割減少、渋滞回数は大幅減少。

○東海環状道（大安IC～東員IC）の交通量は3,000台/日、

既開通区間（東員IC～新四日市JCT）の交通量は約4割増加。

新名神・東名阪道の交通量変化

出典：交通量 中日本高速道路（株）資料
※対象期間 開通前 2018.03.19（月）～2018.04.18（水）、開通後 2019.03.18（月）～2019.04.17（水）

東海環状道の交通量変化

東名阪道の交通集中による渋滞
発生回数（四日市JCT～亀山JCT）

渋滞発生回数

大幅に減少

連続する
既開通区間

約4割増加

東名阪道（四日市ＪＣＴ～亀山ＪＣＴ） 新名神（新四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ）

※「渋滞」の定義：速度40km/h以下の状態が、1km以上かつ
15分以上継続

別紙１

東名阪道の渋滞が減り、早く帰ることができるように

なりました。レジャーに行く機会も増えると思います。

※アンケート調査より

東名阪自動車道利用者の声

新名神と
東名阪道に

交通が分散

約３割減少
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（既開通区間）
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通
量
（
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日
）

︻
未
開
通
︼

8,500 

交通量約１割増約12,700台増加

約2,600台増加



〇新名神・東名阪道の交通量は約１割増加しており、国道1号・国道23号の

交通量は約１割減少。

〇開通区間に近接する、新名神・東名阪道の交通量は約１割から2割増加。

開通後の交通の変化開通効果②

0

50,000
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200,000

国
道
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号

新名神・東名阪道・国道1号・国道23号の交通量変化（菰野-四日市断面）

国道１号・国道２３号の
交通量は

約１割減少

断面交通量の合計は
微増

179,500176,000

約3,500台増加
（微増）

開通前
（2018.4.25（水））

開通後
（2019.4.24（水））

約4,400台減少
（約1割減少）

約7,500台増加
（約2割増加）

新名神・東名阪道の
交通量は

約１割増加

東名阪道 新名神 国道１号 国道２３号

出典：交通量 新名神（新四日市JCT～菰野IC間） 東名阪道（四日市東IC～四日市IC間）中日本高速道路（株）資料
国道1号（金場町交差点付近） 国道23号（午起交差点付近） 交通量調査結果
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新名神・東海環状道
2019年3月17日開通区間

東海環状道未開通区間

その他高速道路ネットワーク

一般国道

※１伊勢方面をつなぐランプウェイ（2019年度完成）

菰野-四日市断面

名古屋

伊勢方面

新名神・東名阪道の交通量変化

芸
濃
IC

交
通
量
（
台/

日
）

開通前 開通後

交
通
量
（
台/

日
）

出典：交通量 中日本高速道路（株）資料
※対象期間 開通前 2018.03.19（月）～

2018.04.18（水）
開通後 2019.03.18（月）～

2019.04.17（水）

伊勢
自動車道

四
日
市
IC

亀
山
西

E1A 新名神（亀山西JCT-甲賀土山IC）

東名阪道（亀山JCT-亀山ＳＩＣ）E23

約3,300台増加
（約1割増加）

開通前 開通後

約7,900台増加
（約1割増加）



・伊賀や南紀方面と名古屋間の路線では、東名
阪道の渋滞で、特に休日はバスの遅延が常態
化していましたが、新名神開通後は、概ね定
刻運行ができています。

・渋滞による遅延に予備車両とドライバーを余
分に確保していましたが、定刻運行が可能と
なり、効率的な運行ができるようになりまし
た。

高速バスの定時性が大幅に向上開通効果③

○東名阪道の渋滞により、伊賀方面や南紀方面と名古屋間の休日の高速バス路線の

遅延が常態化、利便性が大きく低下していた。

○新名神開通後は高速バスの定刻運行が可能となり、それにより車両・ドライバーの

効率化がはかられ、今後、ドライバーの働き方改革までも期待される。

高速バス事業者の声

E1A

E25
E23

四日市港

名古屋

伊賀方面
（伊賀上野） 南紀方面

（熊野・新宮）

名古屋港

新名神・東海環状道
2019年3月17日開通区間

高速道路未開通区間

その他高速道路ネットワーク

一般国道（名阪国道）

東名阪道主要渋滞区間

至

草
津
Ｊ
Ｃ
Ｔ

至 大阪

至 養老JCT

新名神
開通前

新名神
開通後

■新名神開通による運行状況の変化

伊
賀
上
野

名
古
屋

車両１台の
折返し運行で
車両・人員を

効率化

伊
賀
上
野

名
古
屋

予備車両と
ドライバーを
余分に確保
する必要あり

※ヒアリング調査より

※高速バス事業者ヒアリング調査より

名古屋上野線
（名古屋⇔伊賀上野）

高
速
路
線
バ
ス

名古屋南紀線
（名古屋⇔熊野・新宮）

凡 例

・更に渋滞を考慮しないダイヤ
改正が可能なので、ドライバー
の働き方改革にもつなげたい
です。

C3

E1A 至

東
京

E23

別紙２

運行状況による効率性の変化（休日）
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○新名神（新四日市JCT～亀山西JCT ）の交通量は62,400台/日、

東名阪道（四日市JCT～亀山JCT）の20km以上の渋滞回数は大幅に減少。

新名神・東名阪道の交通量変化（GW期間中）

出典：交通量 中日本高速道路（株）資料
※対象期間 開通前 2018.04.27（金）～2018.05.07（月）

開通後 2019.04.26（金）～2019.05.06（月）

GW期間中
開通前に比べ

約4割増加

東名阪道の交通集中による渋滞
発生回数（四日市JCT～亀山JCT）

東名阪道（四日市ＪＣＴ～亀山ＪＣＴ） 新名神（新四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ）
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新名神開通前と
比較して
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※新名神は渋滞発生なし

別紙３

連続する
既開通区間

約●割増加

20km以上の
渋滞発生回数は

大幅に減少

※「渋滞」の定義：速度40km/h以下の状態が、1km以上かつ
15分以上継続
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四日市港
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三重県の観光活性化を支援（ＧＷ期間中）開通効果⑤ 別紙４

出典：GW期間中の県内主要施設の観光入込客数（公表不可施設除く）
三重県観光局観光政策課（2019.05.11発表）
※対象期間：開通前 2018.04.28（土）～2018.05.06（日）

開通後 2019.04.27（土）～2019.05.06（月）

約1.3倍

開通前
2018 GW

開通後
2019 GW

道の駅熊野・花の窟

■東紀州地域

（人/日）

7千5百人/日
9千6百人/日

約1.9倍

開通前
2018 GW

開通後
2019 GW

伊勢神宮

■伊勢志摩地域

（人/日）

5万8千人/日

10万8千人/日

○改元・10連休とも重なった今年のGWは、三重県内全域の観光入込客数が増加

しており、ゴールデンウィーク期間中に3百万人以上の観光客が来訪。

○新名神・東名阪道の交通量は約4割増加したが、新名神の開通により、渋滞回数

は大幅に減少。

（人/日）

開通前
2018 GW

開通後
2019 GW

伊賀上野城

■伊賀地域

7千6百人/日 8千5百人/日

約1.1倍

新名神・東海環状道今回開通区間

高速道路未開通区間

その他高速道路等ネットワーク

一般国道

新名神・東名阪道の開通前後の状況（再掲）

■新名神・東名阪道の
交通量変化（GW期間中）

■東名阪道の渋滞発生回数

至養老JCT

約4割増加
146,000

106,200
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出典：交通量 中日本高速道路（株）資料
※対象期間 開通前 2018.04.27（金）～2018.05.07（月）

開通後 2019.04.26（金）～2019.05.06（月）
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・いなべ市農業公園
（ぼたんまつり）

（人/日）

約860人/日

約740人/日

いなべ市役所 観光担当者の声

開通効果⑥

Ｅ23

Ｅ1A

Ｅ23

Ｅ1A

東員IC

新四日市
JCT

菰野IC

北勢IC(仮称)

至亀山JCT

至養老JCT

至亀山西JCT

いなべ市農業公園

宇賀渓キャンプ場

四日市JCT

四日市港

いなべ市

新名神・東海環状道今回開通区間

東海環状道未開通区間

その他高速道路ネットワーク 一般国道

四日市湯の山道路

伊勢湾岸自動車道

大安IC

にぎわいの森

写真提供：いなべ市

写真提供：いなべ市

C3

・いなべ市農業公園で開催された「ぼたんまつり」の
お客様が１．２倍に増えました。

※ヒアリング調査より

２０１９年５月１８日（土）オープン

・大安IC開通後、特に関西方面からの観光バスも
増えており、集客効果の高まりを感じます。

・新たな観光施設である「にぎわいの森」への集
客や地域の活性化のため、北勢IC(仮称)の早期
開通を期待しています。

ぼたんまつり

■GW期間中の入込客数推移

観光活性化の支援（ＧＷ期間中）

○いなべ市初の高速道路ICとして東海環状道 大安ICが開通。

〇「いなべ市農業公園」で開催された「ぼたんまつり」ではGＷ期間中の日あたり

の入込客数が約１.２倍。

いなべ市役所
担当職員

写真提供：いなべ市

にぎわいの森

出典：GW期間中の入込客数
三重県いなべ市 ヒアリング調査より

※対象期間：開通前 2018.04.21（土）～2018.04.30（月）
開通後 2019.04.25（木）～2019.05.06（月）

※ぼたんまつりの開催期間は開花状況で変動

開通前
2018 GW

開通後
2019 GW

約１.２倍



大型バスの団体ツアーの集客増加（ＧＷ期間中）開通効果⑦

御在所ロープウエイの声 アクアイグニスの声

新名神・東海環状道
2019年3月17日開通区間

その他高速道路ネットワーク

一般国道

高速道路未開通区間

四日市湯の山道路

※１伊勢方面をつなぐランプウェイ（2019年度完成）

関東（静岡）
方面から

関東（静岡）
方面から

関西（大阪・兵庫）
方面から

関西（大阪・兵庫）
方面から

・静岡や大阪など、遠方
からの大型バスの団体
ツアーの集客が増えた
と感じています。

・当施設の直近に菰野IC
が開通し、兵庫や大阪
など関西方面からの
大型バスの団体ツアー
予約や、日帰り入浴を
利用される方が増え
ました。

○新名神や四日市湯の山道路の開通により、菰野ICに近接する「御在所ロープウ

エイ」や「アクアイグニス」へ関西・関東方面からの大型バスが多く来訪。

○「アクアイグニス」では、GW期間中の施設内の温泉利用客数が過去４年間、

横ばいであったが、新名神等の開通後、利用者が約１.３倍。

・四日市湯の山道路の整備が進ん
だことで、周辺の観光地を周遊
するツアーも多く組まれている
ようです。

・新名神の開通に合わせ
施設のリニューアルや、
湯の山温泉開湯1300年など、様々
なキャンペーンを行い、相乗効果
が現れていると感じます。

※ヒアリング調査より

アクアイグニス

御在所ロープウエイ
運営事業者

アクアイグニス
運営事業者

写真提供：アクアイグニス写真提供：御在所ロープウエイ

亀山西
JCT

鈴鹿PA
鈴鹿PAスマートIC

新四日市JCT

大安ＩＣ

東員ＩＣ

菰野ＩＣ

至

名
古
屋
南
JCT

至 名古屋西JCT
至 養老JCT

至 勢和多気JCT

至

草
津
JCT

御在所ロープウエイ
四日市港ポートビル

Ｅ23

Ｅ1A

鈴鹿サーキット

0

1,000

2,000

3,000

4,000
（人/日）

アクアイグニスの温泉利用客数推移
（各年ＧＷ期間中）

2,900人/日

2018 2019
出典：GW期間中の温泉利用客数

アクアイグニス ヒアリング調査より
※対象期間：2015年～2019年 各年のGW期間

約1.3倍

201720162015

2,400人/日2,400人/日 2,300人/日2,300人/日

新名神・東海環状道
2019年3月17日開通

菰野ＩＣ・四日市湯の山道路
周辺の主な観光施設




